
甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

木

村

秀

海

前

言

小
臣
と
い
う
語
は
主
に
殷
・
西
周
時
代
の
甲
骨
文
・
金
文
に
見
え
る
が
、
戦
国
期
の
木
簡
や
『
左
伝
』『
周
礼
』
に
も
あ
る
息
の
長
い

語
で
あ
る
。
以
下
に
小
臣
関
係
諸
説
の
変
遷
を
見
て
い
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
語
は
単
な
る
甲
骨
文
・
金
文
中
の
一
用
語
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
殷
・
西
周
時
代
の
官
制
、
国
家
構
造
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
を
左
右
す
る
重
要
語
中
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
き
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
語
に
言
及
し
た
論
文
・
著
書
は
極
め
て
多
く
、
そ
の
説
の
変
遷
を
縷
々
詳
細
に
述
べ
る
と
本
稿
そ
の
も
の
を
そ

れ
に
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
小
臣
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
そ
の
大
略
を
紹
介
す
る
に
止
め
た
い
。

小
臣
は
、
当
初
、
羅
振
玉
『
殷
虚
書
契
考
釈
』
に
「『
周
礼
』
夏
官
有
小
臣
、
掌
王
之
小
命
詔
、
相
王
之
小
法
儀
、
及
王
之
燕
入
及
大

祭
祀
小
祭
祀
。
以
其
職
掌
観
之
、
殆
与
卜
辞
之
小
臣
略
同
矣
。」
と
あ
る
よ
う
に
盧
、
単
純
に
『
周
礼
』
の
小
臣
と
ほ
ぼ
同
じ
と
解
釈
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
代
に
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
時
、
小
臣
は
、
中
国
に
も
奴
隷
制
の
古
代
国
家
が
あ
り
、
農
奴
制
の
中
世
が

あ
る
の
で
、
必
然
的
に
社
会
主
義
国
家
が
誕
生
す
る
べ
き
だ
と
す
る
、
唯
物
史
観
に
も
と
づ
く
新
し
い
国
家
を
作
る
た
め
の
理
論
的
準
備

と
し
て
、
臣
・
宰
・
僕
・
奴
・
妾
・
衆
な
ど
と
と
も
に
分
析
さ
れ
た
。
例
え
ば
卜
辞
に
、

漓
貞
隹
小
臣
令
衆
黍
一
月
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…
小
臣
令
…
黍
…
（
合
集
一
三
、
蠢
期
）

と
あ
り
、
小
臣
は
殷
代
農
業
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
衆
を
率
い
て
管
理
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
卜
辞
つ
い
て
、
郭
沫
若
は
「
古

代
研
究
的
自
己
批
判
」
で
、
中
国
に
は
羅
羅
族
の
よ
う
な
奴
隷
制
社
会
が
実
在
す
る
の
で
、
殷
周
時
代
も
こ
の
羅
羅
社
会
に
類
似
し
た
社

会
で
あ
り
、
衆
は
農
業
奴
隷
、
小
臣
は
そ
れ
を
管
理
す
る
解
放
奴
隷
（「
管
家
娃
子
」）
で
あ
る
と
し
た
盪
。
そ
し
て
、
中
国
古
代
官
僚
は

こ
の
よ
う
な
管
家
娃
子
に
由
来
し
、
そ
れ
が
拡
大
し
層
序
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
殷
周
時
代
の
官
制
の
起
源
と
構
造
を
理
解
し

た
蘯
。
し
か
し
、
郭
沫
若
は
『
殷
契
粋
編
』
で
は
、

滷
癸
子
（
巳
）
卜
、
其
乎
戊
…
…
弗
利
…

丁
酉
卜
其
乎
以
多
方
・
小
子
・
小
臣

亞
立
其
�
、
其
于
又
利

其
于
又
利
（
粋
一
一
六
二
、
合
集
二
八
〇
〇
八
、
蠱
期
）

を
「
多
方
多
国
也
。
書
多
方
之
語
、
足
知
有
本
。
…
拠
此
可
知
殷
時
隣
国
多
遣
子
弟
遊
学
于
殷
也
。」
と
解
釈
し
て
い
る
盻
の
で
、
当
初

は
小
臣
を
貴
族
の
子
弟
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
臣
某
の
某
を
国
族
の
名
と
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ

る
眈
。
こ
れ
に
対
し
、
胡
厚
宣
は

且
小
臣
之
官
者
、
在
卜
辞
及
殷
金
石
文
字
中
、
或
覲
謁
殷
王
、
或
顰
告
王
疾
。
殷
王
者
、
或
伝
小
臣
、
或
令
小
臣
、
或
乎
小
臣
、

或
令
小
臣
祭
祀
、
或
令
小
臣
田
獵
、
或
令
小
臣
督
農
、
或
錫
小
臣
貝
、
或
錫
小
臣
�
。
知
其
職
位
甚
高
、
必
為
居
王
左
右
之
近

臣
。

と
し
て
、
小
臣
を
王
の
左
右
に
い
る
近
臣
の
官
で
あ
る
と
解
し
た
眇
。
陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』
も
こ
れ
に
近
く
、「
臣
或
小
臣
在
殷

代
是
一
較
高
的
官
名
」
と
し
た
眄
。
一
方
、
于
省
吾
「
釈
臣
」
は
、
臣
に
二
種
あ
り
、「
一
、
奴
隷
…
…
。
二
、
臣
僚
…
…
」
と
し
、
臣

僚
の
例
と
し
て
小
臣
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
特
定
の
官
で
は
な
く
、
臣
僚
を
指
す
語
と
解
し
眩
、「
釈
小
臣
的
職
別
」
で
は
そ
の
小
臣
に

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

一
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は
女
子
が
含
ま
れ
て
い
る
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
眤
。

我
が
国
で
は
、
貝
塚
茂
樹
「
殷
代
金
文
に
見
え
た
図
象
文
字

に
就
き
て
」
は
、
小
臣
を
師
氏
の
下
の
軍
官
と
し
、
併
せ
て
殷
末

金
文
の
子
・
子
某
は
大
子
で
あ
り
、
多
子
族
成
員
の
小
子
を
統
率
し
て
い
た
と
し
眞
、
次
い
で
『
中
国
古
代
史
学
の
発
展
』
で
は
そ
れ
ら

を
「
子
某
―
小
子
―
小
臣
」
に
層
序
化
し
て
、
子
某
は
大
子
で
多
子
族
集
団
の
族
長
、
小
子
・
小
臣
は
諸
国
の
子
弟
と
し
、
全
体
で
多
子

族
集
団
す
な
わ
ち
貴
族
青
年
団
体
を
形
成
し
て
い
た
と
し
た
眥
。
こ
れ
を
継
承
し
た
白
川
静
「
小
臣
考
」
は
、
子
某
が
多
子
、
小
子
と
小

臣
が
多
子
族
と
呼
ば
れ
た
と
し
、「
子
妥
…
…
小
臣
妥
―
妥
」
な
ど
を
例
に
、
殷
代
の
小
子
・
小
臣
を
「
子
某
は
別
子
た
る
公
子
某
に
あ

た
り
、
小
臣
は
お
そ
ら
く
公
孫
某
あ
る
ひ
は
そ
れ
以
下
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
…
…
従
つ
て
多
子
は
な
ほ
王
室
に
属
し
、
小
子
・
小

臣
す
な
は
ち
多
子
族
は
、
一
応
王
室
の
族
類
に
入
り
な
が
ら
、
そ
の
後
は
王
室
出
自
の
氏
族
と
し
て
取
り
扱
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。」

と
し
た
眦
。
そ
し
て
周
代
の
小
臣
に
つ
い
て
は
、
殷
の
多
子
族
出
自
の
身
分
を
示
し
た
ま
ま
、
職
掌
を
示
す
官
職
の
名
と
な
っ
た
と
解
し

た
眛
。
ま
た
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
研
究
』
も
郭
沫
若
説
を
批
判
し
て
、
小
臣
は
小
王
臣
で
あ
っ
て
、「
王
の
側
近
に
在
つ
て
枢
機
に
参
与

し
い
て
ゐ
る
重
臣
」
で
あ
り
、
王
臣
は
地
方
に
在
る
将
帥
・
諸
伯
を
い
う
と
し
た
眷
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
小
臣
の
分
析
が
進
み
、
従
来
の
説
に
変
化
が
現
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
寒
峰
「
商
代
�
臣
�
的
身
�

縷
析
」
は
、
小
臣
は
官
員
を
指
す
と
し
た
眸
。
ま
た
、
張
永
山
「
殷
契
小
臣
辨
正
」
は
小
臣
に
は
そ
の
出
自
に
よ
り
二
種
の
小
臣
が
あ

り
、
出
身
が
高
い
者
は
奴
隷
主
、
出
身
が
低
い
者
は
奴
隷
階
級
で
あ
る
と
し
た
睇
。
こ
れ
ら
を
承
け
て
張
亜
初
・
劉
雨
両
氏
は
、
殷
代
の

小
臣
は
成
湯
の
重
臣
伊
尹
の
よ
う
な
者
、
後
世
の
司
馬
に
相
当
す
る
馬
小
臣
、
�
人
に
相
当
す
る
小
�
臣
の
よ
う
な
者
、
王
宮
内
の
女
官

の
小
臣
が
あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
な
い
と
し
、
西
周
の
小
臣
も
身
分
の
高
い
小
臣
と
低
い
小
臣
が
存
在
す
る
が
、
西
周
晩
期
に
は
だ
ん

だ
ん
と
地
位
が
低
下
し
て
い
っ
た
と
ま
と
め
た
睚
。
一
方
、
周
言
「
釈
�
小
臣
�」
は
子
と
小
臣
に
身
分
差
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
子
が

商
人
の
祖
先
祭
祀
に
参
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
小
臣
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
小
臣
は
異
族
で
あ
る
と
し
、
族
姓
の
問
題

を
提
起
し
た
睨
。
高
明
氏
は
小
臣
の
地
位
が
高
く
も
見
え
、
低
く
も
見
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
小
臣
は
大
臣
と
対
応
す
る
語
で
、
王
臣

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

一
九



は
朝
廷
で
王
を
補
助
し
て
政
務
を
処
理
す
る
官
員
、
小
臣
は
宮
廷
内
で
王
室
の
生
活
の
庶
務
を
す
る
侍
者
で
あ
り
、
小
臣
の
多
く
は
宦
官

で
あ
っ
た
と
し
た
睫
。
同
じ
く
身
分
の
高
い
小
臣
と
低
い
小
臣
を
同
時
に
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
汪
寧
生
「�
小
臣
�
之
称
謂
由
来
及

身
分
」
は
郭
沫
若
説
と
胡
厚
宣
説
を
合
わ
せ
た
形
で
、
小
臣
を
王
の
近
侍
親
随
で
、
幼
奴
・
家
生
奴
隷
お
よ
び
そ
の
後
裔
の
出
自
で
あ
る

と
し
た
睛
。

以
上
見
て
き
た
諸
説
は
、
ど
れ
も
小
臣
が
地
位
の
高
低
両
面
を
持
つ
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に
種
々
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
い
ま
だ
小
臣
に
関
す
る
全
て
の
資
料
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
特
に
近
年
新
た
に
な
っ
た
西
周
時
代
の
柞
伯
�

と
晋
侯
�
鐘
の
銘
文
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
近
出
の
金
文
を
中
心
に
検
討
し
、
改
め
て
小
臣
は
何
を

指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
、
小
臣
に
つ
い
て
の
大
枠
を
求
め
よ
う
と
思
う
。
紙
幅
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
全
て
の
小
臣
関
係
資
料
の
う

ち
、
本
稿
で
使
用
し
た
も
の
以
外
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ
具
体
的
な
検
討
は
続
稿
で
試
み
た
い
。

一
、
柞
伯
�
と
静
�

ま
ず
、
柞
伯
�
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

澆
柞
伯
�
（『
文
物
』
一
九
九
八
、
九
、
五
六
頁
、
図
三
、
西
周
中
期
）

隹
八
月
辰
在
庚
申
、
王
大
射
在
周
。
王
令
南
宮
�
王
多
士
、
師
�
父
�
小
臣
。
王
�
（
遺
）
赤
金
十
反
（
板
）。
王
曰
、
小
子
・

小
臣
、
敬
又
（
友
）、
又
（
有
）
隻
（
獲
）
則
取
。
柞
伯
十
�
（
稱
）
弓
無
�
（
廃
）
矢
。
王
則
�
（
予
）
柞
伯
赤
金
十
反
、
�

（
誕
）
易
	
（


）
見
。
柞
伯
用
作
周
公
宝
�
彝
。

こ
れ
は
大
約
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
八
月
庚
申
の
日
、
周
王
臨
席
の
下
、
周
で
大
射
礼
が
挙
行
さ
れ
、
王
命
に
よ
り
、
南
宮
が

王
の
多
士
を
率
い
、
師
�
父
が
小
臣
を
率
い
て
競
射
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
周
王
は
赤
金
（
銅
）
反
（
板
）
十
枚
を
懸
賞
と
し
、
参
加

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
〇



者
に
「
小
子
及
び
小
臣
よ
。
友
誼
を
敬
し
め
。
獲
（
侯
に
命
中
す
る
こ
と
）
が
あ
れ
ば
、
こ
の
懸
賞
を
取
ら
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

柞
伯
は
弓
を
称
げ
て
十
発
射
て
外
れ
矢
が
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
周
王
は
柞
伯
に
赤
金
十
反
を
下
賜
し
た
。
下
賜
の
際
に
衆
楽
が
奏
さ

れ
、
覲
見
を
賜
っ
た
。
柞
伯
は
こ
れ
を
記
念
し
て
周
公
の
祭
器
を
作
っ
た
。

こ
の
解
釈
が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
南
宮
が
率
い
た
「
王
多
士
」
と
師
�
父
が
率
い
た
「
小
臣
」
は
周
王
の
呼
び
か
け
で
は

「
小
子
」「
小
臣
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
て
、

王
多
士
…
…
小
子

小
臣
…
…
…
小
臣

と
い
う
対
応
関
係
が
わ
か
る
。
報
告
者
は
こ
の
対
応
関
係
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
の
小
子
を
『
周
礼
』
に
い
う
「
王
宮
之
士
庶

子
」
す
な
わ
ち
「
貴
族
大
学
的
学
生
」、
小
臣
を
「
年
軽
的
臣
」
す
な
わ
ち
「
年
軽
的
奴
隷
」
と
し
て
い
る
が
睥
、
こ
れ
は

潺
静
�
（
集
成
八
・
四
二
七
三
、
西
周
中
期
）

隹
六
月
初
吉
、
王
在
�
京
、
丁
卯
、
王
令
静
司
射
学
宮
、
小
子
�
服
�
小
臣
�
夷
僕
学
射
、
�
八
月
初
吉
庚
寅
、
王
以
呉
來
呂

�
、
�
�
�
	
邦
周
、
射
于
大
池
、
静
教
無


、
王
易
静
�
�
、
静
敢
拜
稽
首
対
揚
天
子
丕
顯
休
、
用
作
文
母
外


�
�
、
子
々

孫
々
、
其
万
年
用
、

で
、
小
子
と
服
と
小
臣
と
夷
僕
が
学
宮
で
射
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
臣
は
、
殷
代
の
五
期
卜

辞
に

…
小
臣
牆
从
伐
、
擒
危
美
…
人
廿
人
四
…
而
人
五
百
七
十
、
�
百
…
丙
、
車
二
丙
、
盾
百
八
十
三
、
�
五
十
、
矢
…
、
又
伯
�
于

大
乙
、
…
用
�
伯
�
�
于
祖
乙
、
用
美
于
祖
丁
、
�
曰
京
易
…
（
合
集
三
六
四
八
一
、
蠹
期
）

と
あ
り
、
小
臣
牆
が
軍
を
率
領
し
て
危
・
美
の
二
方
国
と
戦
い
、
伯
�
と
伯
�
�
と
い
う
首
長
級
の
捕
虜
を
含
む
多
数
の
捕
虜
と
戦
獲
品

を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
戦
の
士
（
或
い
は
将
）
と
は
言
い
得
て
も
、「
年
軽
的
奴
隷
」
と
は
到
底
言
い
難
い
。

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
一



潺
静
�
の
場
合
は
、
六
月
に
射
を
学
び
、
二
ヶ
月
後
の
八
月
に
呉
來
と
呂
�
を
賓
と
し
、
彼
ら
が
率
領
す
る
�
�
と
�
�
の
軍
を
周
に

会
し
て
合
同
の
大
射
礼
が
学
宮
（
辟
雍
）
の
大
池
で
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
六
月
の
学
射
は
弟
子
（
学
生
）
の
習
射
と
い
う
よ
り
は
八
月

大
射
礼
の
予
行
演
習
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
澆
柞
伯
�
の
「
隹
八
月
辰
在
庚
申
、
王
大
射
在
周
」
と
い
う
記
述
法
は
、
一
種
の
大

事
紀
年
的
記
述
で
あ
る
。
天
子
の
大
射
礼
は
四
方
の
巡
狩
な
ど
で
出
遊
し
た
際
、
例
え
ば
岐
陽
の
蒐
（『
竹
書
紀
年
』
の
「
六
年
、
大
蒐

于
岐
陽
」）
の
よ
う
に
随
時
随
地
で
開
催
さ
れ
た
が
、『
周
礼
』
夏
官
・
諸
子
に
い
う
「
春
合
諸
学
、
秋
合
諸
射
」
は
文
化
祭
や
体
育
祭
の

よ
う
な
学
業
の
成
果
を
披
露
す
る
年
中
行
事
で
あ
る
。
大
事
紀
年
は
、
当
時
の
人
々
が
そ
れ
を
見
れ
ば
、
何
王
の
何
年
で
あ
る
か
が
容
易

に
理
解
し
得
た
か
ら
用
い
ら
れ
た
紀
年
法
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
準
備
に
二
ヶ
月
が
必
要
な
、
或
い
は
大
事
紀

年
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
大
射
礼
が
催
さ
れ
る
場
合
、
礼
の
手
順
の
違
い
を
甚
だ
し
い
恥
辱
と
し
た
当
時
の
貴
族
が
十
分

な
予
行
演
習
を
行
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
弟
子
（
学
生
）
や
「
年
軽
的
奴
隷
」
が
そ
れ
ら
大
射
礼
の
主
要
な
参
加
者
で
あ
っ
た
と
は
思

え
な
い
。
楊
寛
は
礼
書
に
見
え
る
射
礼
を
丁
寧
か
つ
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
郷
射
礼
的
主
人
是
鑄
大
夫
（
或
作

郷
大
夫
）、
賓
和
衆
賓
是
大
夫
和
士
、
参
与
者
還
有
郷
学
中
的
弟
子
、
郷
学
便
是
行
礼
的
場
所
。
大
射
儀
的
主
人
是
国
君
、
賓
和
衆
賓
是

諸
公
鑄
、
大
夫
、
還
有
士
参
与
、
国
都
近
郊
的
大
学
是
行
礼
的
場
所
。」
の
よ
う
に
、
郷
射
礼
と
大
射
礼
は
開
催
場
所
・
主
要
な
参
加
者

に
違
い
が
あ
り
、
大
学
で
行
わ
れ
る
大
射
礼
の
主
要
な
参
加
者
は
国
君
・
公
鑄
・
大
夫
・
士
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
勿
論
、
弟
子
（
学

生
）
も
参
加
し
て
い
る
が
、
大
射
礼
の
場
合
は
、
主
に
道
具
を
運
ん
だ
り
す
る
下
働
き
と
し
て
働
い
た
と
し
て
い
る
睿
。
し
た
が
っ
て
、

澆
柞
伯
�
の
小
子
・
小
臣
、
潺
静
�
の
小
子
・
服
・
小
臣
・
夷
僕
が
指
す
も
の
は
弟
子
（
学
生
）
で
は
な
く
、
周
王
直
属
の
公
鑄
・
大
夫

・
士
の
範
疇
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

私
は
「
金
文
に
見
え
る
小
子
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
西
周
金
文
を
分
析
し
て
、「
小
子
某
」
を
周
王
を
大
宗
と
し
て
分
家
す
る
子
弟
お

よ
び
分
家
し
た
小
宗
、「
某
小
子
某
」
は
前
某
を
大
宗
と
し
て
分
家
す
る
子
弟
お
よ
び
分
家
し
た
小
宗
と
し
、
前
者
の
「
小
子
某
」
の
集

団
を
「
小
子
」
と
解
し
た
睾
。
澆
柞
伯
�
の
作
器
者
は
周
公
の
祭
器
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
周
公
の
子
孫
で
あ
る
。

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
二



報
告
者
も
柞
伯
を

柞
応
是
文
献
中
的
胙
国
。
柞
・
胙
皆
从
乍
声
、
可
通
。『
左
伝
』
僖
公
二
十
四
年
云
「
凡
、
蒋
、
�
、
茅
、
胙
、
祭
、
周
公
之
胤

也
」。
又
襄
公
十
二
年
杜
預
注
曰
、「
六
国
皆
周
公
之
支
子
、
別
封
為
国
、
共
祖
周
公
」

と
し
、
周
公
か
ら
分
支
し
た
胙
伯
と
し
て
い
る
睹
。
周
公
は
文
王
の
子
な
の
で
、
柞
伯
は
周
王
の
小
宗
周
公
の
小
宗
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
よ
う
に
小
宗
の
小
宗
も
宗
族
に
含
め
て
い
る
西
周
の
宗
法
制
は
、
分
族
と
分
地
を
同
時
に
実
行
す
る
の
が
難
し
く
な
り
、
百
世

の
宗
と
五
世
の
宗
を
分
け
る
春
秋
晩
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
宗
法
制
よ
り
は
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
澆
柞
伯

�
で
は
小
子
と
小
臣
に
対
し
て
「
又
（
有
）
隻
（
獲
）
則
取
」
と
お
呼
び
か
け
、
柞
伯
が
「
赤
金
（
銅
）
十
反
（
板
）」
を
下
賜
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
柞
伯
が
小
子
の
一
員
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
澆
柞
伯
�
で
は
、
小
子
は
「
王
多
士
」
と
対

応
関
係
が
あ
る
。
多
士
は
『
尚
書
』
多
士
篇
の
用
例
に
よ
れ
ば
、
広
い
意
味
で
の
貴
族
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
わ
ざ
わ
ざ

「
王
」
と
冠
し
て
い
る
の
は
、「
王
多
士
」
が
王
と
特
別
な
関
係
、
上
記
し
た
よ
う
な
小
子
の
よ
う
に
宗
族
と
し
て
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
た
め
と
思
え
る
。

潺
静
�
の
服
も
小
子
と
同
様
に
お
そ
ら
く
身
分
呼
称
で
あ
ろ
う
。

金
文
の
服
は
四
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
駒
父
�
蓋
に
見
え
る
服
で
あ
る
。

潸
駒
父
�
蓋
（
集
成
九
・
四
四
六
四
、
西
周
晩
期
）

唯
王
十
又
八
年
正
月
。
南
仲
邦
父
命
駒
父
�
（
即
）
南
諸
侯
、
�
高
父
見
南
淮
夷
、
厥
取
厥
服
、
菫
（
謹
）
夷
俗
。
遂
不
敢
不
敬

畏
王
命
逆
見
我
、
厥
献
厥
服
。
我
乃
至
于
淮
。
小
大
邦
亡
敢
不
�
具
（
倶
）
逆
王
命
。
四
月
。
還
至
于
蔡
。
作
旅
�
。
駒
父
其
万

年
永
用
多
休
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
方
の
諸
侯
で
あ
る
南
淮
夷
の
諸
族
は
「
献
」
と
「
服
」
を
供
出
し
て
い
る
。
こ
の
献
と
服
の
具
体
的
内
容
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
晩
期
の
兮
甲
盤
に

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
三



澁
兮
甲
盤
（
集
成
一
六
・
一
〇
一
七
四
、
西
周
晩
期
）

…
王
令
甲
政
�
成
周
四
方
�
（
積
）、
至
于
南
淮
夷
。
淮
夷
旧
我
�
（
帛
）
�
（
賄
）
人
、
毋
敢
不
出
其
�
（
帛
）
其
�
（
積
）

其
進
人
其
�
（
賈
）。
毋
敢
不
即
�
（
次
）
即
市
。
敢
不
用
令
。
…

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
南
諸
侯
で
あ
る
淮
夷
諸
族
か
ら
供
出
さ
れ
る
も
の
は
「
其
帛
・
其
積
・
其
進
人
・
其
賈
」
の
四
者
で
あ
る
。
前
二

者
の
帛
と
積
（
農
産
物
）
は
後
世
で
も
一
般
的
な
貢
賦
で
あ
る
の
で
、
潸
の
「
献
」
に
相
当
す
る
。
後
二
者
の
進
人
・
賈
（
商
賈
）
は
、

後
文
に
「
�
（
次
）
に
即
き
市
に
即
く
」
と
あ
る
の
で
、
進
人
が
軍
旅
に
即
き
、
商
賈
が
市
に
即
く
と
解
す
る
と
、
進
人
が
潸
の
「
服
」

に
相
当
す
る
。
こ
の
進
人
に
つ
い
て
は
生
口
（
奴
隷
）
の
貢
納
と
す
る
解
釈
が
多
い
が
、
軍
旅
に
即
く
義
務
が
あ
る
の
で
、
単
な
る
奴
隷

で
は
な
く
戦
士
と
し
て
徴
用
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。『
周
礼
』
夏
官
・
師
氏
の
属
に
「
四
夷
の
隷
」
と
い
う
異
族
の
親
衛
部
隊
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
徴
用
兵
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
潺
静
�
の
夷
僕
は
、
名
称
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て

徴
用
さ
れ
た
異
族
を
含
む
部
隊
、
も
し
く
は
人
々
を
指
し
て
い
る
と
思
う
。

第
二
は

澀
�
�
（
集
成
八
・
四
三
二
一
、
西
周
晩
期
）

王
若
曰
、
�
、
不
顕
文
武
受
命
、
則
乃
祖
奠
周
邦
、
今
余
令
女
啻
官
�
邑
人
先
虎
臣
・
後
庸
・
西
門
夷
・
秦
夷
・
京
夷
・
�
夷
・

師
	
側
新
、
□
華
夷
・
由
□
夷
・


夷
、
成
周
走
亜
、
戍
秦
人
・
降
人
・
服
夷
、
易
女
玄
衣
黹
屯
・
�
市
・
�
黄
・
戈


�
・
�

�
�
�
・
鑾
�
・
攸
勒
、
用
事
、
�
稽
首
、
対
揚
天
子
休
令
、
用
作
文
祖
乙
伯
同
姫
�
�
…

に
見
え
る
「
服
夷
」
で
あ
る
。
こ
の
服
夷
は
某
夷
と
称
さ
れ
る
諸
夷
と
並
挙
し
て
い
る
の
で
、
夷
族
名
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
成
周
の
夷
族
が
服
夷
の
み
で
あ
る
の
は
不
自
然
な
の
で
、
成
周
に
部
署
さ
れ
た
第
一
の
服
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
三
は

潯
作
册
�
�
（
集
成
一
〇
・
五
四
三
二
、
西
周
早
期
）

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
四



隹
公
大
史
見
服
于
宗
周
年
。
在
二
月
既
望
乙
亥
。
公
大
史
咸
見
服
于
辟
王
。
辨
于
多
正
。
�
四
月
既
生
霸
庚
午
。
王
遣
公
大
史
。

公
大
史
在
豐
。
賞
作
册
�
馬
。
揚
公
休
。
用
作
日
己
�
�
彝
。

に
あ
る
「
見
服
」
の
服
で
あ
る
。
服
は
『
詩
経
』
小
雅
・
六
月
の
「
共
武
之
服
」
の
鄭
箋
に
「
服
、
事
也
」
と
あ
り
、
事
と
も
訓
む
の

で
、
こ
の
見
服
は

潛
揚
方
鼎
（
集
成
五
・
二
六
一
三
、
西
周
早
期
）

己
亥
、
揚
見
事
于
彭
。
�
弔
（
叔
）
商
（
賞
）
揚
馬
。
用
作
父
庚
�
、
天
黽

濳
�
侯
旨
鼎
（
集
成
五
、
二
六
二
八
、
西
周
早
期
）

�
侯
旨
初
見
事
�
宗
周
。
王
商
（
賞
）
旨
貝
廿
朋
。
用
作
�
宝
�
彝

に
あ
る
「
見
事
」
と
同
様
に
覲
礼
を
意
味
し
て
い
る
と
さ
れ
る
瞎
。
た
だ
し
、
後
文
の
「
辨
于
多
正
」
を
「
多
正
を
辨
（
正
）
す
」
で
は

な
く
、「
多
正
に
辨
（
別
）
つ
」
と
訓
ん
だ
ら
、『
尚
書
』
康
王
之
誥
に
「
王
出
在
應
門
之
。
太
保
率
西
方
諸
侯
、
入
應
門
左
。
畢
公
率
東

方
諸
侯
、
入
應
門
右
、
皆
布
乘
�
朱
、
賓
稱
奉
圭
兼
幣
。」
の
よ
う
に
、
服
を
率
い
て
覲
見
し
、
そ
の
後
に
服
を
多
正
（
諸
官
長
）
に
分

別
・
部
署
し
た
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

第
四
は

澂
班
	
（
集
成
八
・
四
三
四
一
、
西
周
中
期
）

隹
八
月
初
吉
、
在
宗
周
。
甲
戌
、
王
令
毛
伯
更


城
公
服
。
�
王
立
（
位
）、
作
四
方
亟
、
秉
繁
・
蜀
・
巣
令
。
易
鈴
・
勒
。

咸
。
王
令
毛
公
�
（
以
）
邦
冢
君
・
土
（
徒
）
馭
・


人
伐
東
或
（
國
）
�
戎
。
咸
。
王
令
呉
伯
曰
、
�
乃
�
左
比
毛
父
。
王
令

呂
伯
曰
、
�
乃
�
右
比
毛
父
。
…
、
毓
（
育
）
文
王
王
�
聖
孫
、
登
于
大
服
、
廣
成
厥
工
。
…

潼
�
�
（
集
成
一
二
・
六
五
一
六
、
西
周
中
期
）

…
�
叔
入
右
�
。
王
呼
内
史
册
令
�
、
更
厥
祖
考
服
。
易
�
職
衣
…

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

二
五



潘
栄
作
周
公
�
（
集
成
八
・
四
二
四
一
、
西
周
早
期
）

隹
三
月
。
王
令
栄
�
内
史
曰
、
割
�
侯
服
。
易
臣
三
品
。
…

な
ど
に
見
え
る
、「
職
位
」
と
い
う
意
味
の
服
で
あ
る
。
呂
服
余
盤
に

潭
呂
服
余
盤
（
集
成
一
六
・
一
〇
一
六
九
、
西
周
中
期
）

隹
正
二
月
初
吉
甲
寅
、
備
中
内
右
呂
服
余
、
王
曰
、
服
余
、
令
女
更
乃
祖
考
事
、
足
（
胥
）
備
中
、
�
六
�
服
、
易
女
赤
�
・
幽

黄
・
�
勒
。
呂
服
余
敢
対
揚
天
不
顯
休
、
令
用
作
宝
盤
�
。
其
子
々
孫
々
永
宝
用
。

と
あ
り
、
呂
服
余
が
備
仲
の
補
佐
と
し
て
「
六
�
の
服
」
を
司
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
服
は
、
第
三
種
の
服
と
同
じ
く

「
事
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
潺
静
�
の
呉
來
・
呂
�
は
澂
毛
公
鼎
の
呉
伯
・
呂
伯
で
あ
り
、

呂
氏
は
	
�
の
よ
う
な
六
�
中
の
一
�
の
長
や
毛
公
が
率
い
る
周
軍
（
六
�
で
あ
ろ
う
）
の
副
官
を
し
て
い
る
の
で
、「
�
六
�
服
」
が

そ
の
世
職
を
継
承
す
る
よ
う
に
命
じ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
四
種
に
入
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
四
種
の
服
は
金
文
の
用
例
か

ら
見
る
と
、
周
の
王
位
や
大
官
の
継
承
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
重
要
な
官
職
に
あ
る
者
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
と
思
う
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
潺
静
�
の
小
子
・
服
・
小
臣
・
夷
僕
の
う
ち
小
子
は
周
王
の
子
弟
や
小
宗
、
夷
僕
は
「
四
夷
之
隷
」
の
ご
と

き
異
族
出
自
の
戦
士
で
、
い
ず
れ
も
出
自
を
兼
ね
た
身
分
呼
称
な
の
で
、
服
は
第
四
の
服
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
潺
静

�
の
順
序
か
ら
言
え
ば
、
小
臣
は
、
服
と
夷
僕
の
間
に
あ
る
者
、
言
い
換
え
る
と
「
大
官
重
職
と
異
族
出
自
の
奴
隷
的
戦
士
の
間
に
あ
る

者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
晋
侯


鐘

次
に
濳
晋
侯


鐘
を
検
討
し
た
い
。
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濳
晋
侯
�
鐘
（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
七
、
西
周
晩
期
）

隹
王
卅
又
三
年
、
王
親
�
省
東
或
（
國
）
南
或
（
國
）。
正
月
既
生
霸
戊
午
、
王
歩
自
宗
周
。
二
月
既
望
癸
卯
、
王
入
各
（
格
）

成
周
。
二
月
既
死
霸
壬
寅
、
王
�
往
東
。
三
月
方
死
霸
、
王
至
于

、
分
行
。
王
�
（
親
）
令
晋
侯
�
、
�
（
率
）
乃
�
左
�

（
汎
）
�
北
�
（
汎
）
□
、
伐
夙
（
宿
）
夷
。
晋
侯
�
折
首
百
又
廿
、
執
訊
廿
又
三
夫
。
王
至
于
�
城
、
王
親
遠
省
�
、
王
至
晋

侯
�
�
、
王
降
自
車
、
立
（
位
）
南
鑄
（
嚮
）。
親
令
晋
侯
�
、
自
西
北
偶
（
隅
）
	
（
敦
）
伐
�
城
。
晋
侯
�
（
率
）
厥
亞
旅

・
小
子
・


人
先
�
（
陥
）
入
、
折
首
百
、
執
訊
十
又
一
夫
。
王
至
。
�
�
列
列
（
烈
烈
）
夷
出
奔
。
王
令
晋
侯
�
�
（
率
）
大

室
小
臣
車
僕
、
従
逋
逐
之
。
晋
侯
折
首
百
又
一
十
、
執
訊
廿
夫
。
大
室
小
臣
車
僕
折
首
百
又
五
十
、
執
訊
六
十
夫
。
王
隹
（
唯
）

反
（
返
）。
帰
在
成
周
。
公
族
整
�
・
宮
。
六
月
初
吉
戊
寅
、
旦
、
王
各
（
格
）
大
室
、
即
立
（
位
）
王
乎
（
呼
）
善
夫
曰
、
召

晋
侯
�
。
入
門
、
立
（
位
）
中
廷
。
王
�
（
親
）
易
駒
四
匹
。
�
拜
稽
首
、
受
駒


（
以
）
出
、
反
（
返
）
入
、
拜
稽
首
。
丁

亥
、
旦
、
王
�
（
御
）
于
邑
伐
宮
。
庚
寅
、
旦
、
王
各
（
格
）
大
室
、
�
（
司
）
工
揚
父
入
右
（
佑
）
晋
侯
�
。
王
�
（
親
）
儕

（
齎
）
晋
侯
�
鬯
一
�
・
弓
・
矢
百
・
馬
四
匹
。
�
敢
揚
天
子
丕
顯
魯
休
、
用
作
元
�
揚
（
錫
）
鐘
、
用
邵
（
昭
）
各
（
格
）
前

文
人
。
前
文
人
其
厳
在
上
、
�
（
翼
）
在
下
、
�
々
�
々
、
降
余
多
福
。
�
其
萬
年
無
彊
、
子
々
孫
々
、
永
宝
茲
鐘
。

銘
文
に
よ
る
と
、
夙
（
宿
）
夷
の
�
城
に
対
す
る
攻
略
は
次
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る
。
周
王
は
宗
周
か
ら
出
発
し
、
成
周
で
の
五
九

日
間
の
準
備
期
間
（
こ
の
間
に
晋
師
が
到
着
し
、
兵
站
を
調
え
た
と
思
わ
れ
る
）
を
経
て
夙
（
宿
）
夷
征
討
に
赴
い
た
。
途
中
、

で
軍

行
を
分
か
ち
、
晋
師
は
左
行
し
て
舟
行
の
の
ち
一
度
目
の
戦
い
を
し
、
王
師
は
そ
の
ま
ま
進
み
、
�
城
を
は
さ
む
形
で
両
師
は
陣
を
布
い

た
。
周
王
は
巡
察
を
か
ね
て
晋
侯
の
師
を
訪
問
し
、
晋
侯
に
、
�
城
の
東
北
角
か
ら
侵
攻
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
晋
侯
が
入
城
戦
に
勝
利

し
た
後
、
王
師
も
入
城
し
た
。
夙
（
宿
）
夷
は
城
を
捨
て
敗
走
し
た
。
周
王
は
晋
侯
に
追
撃
を
命
じ
、
三
度
目
の
戦
い
が
行
わ
れ
、
晋
侯

が
勝
利
し
た
。
王
師
・
晋
師
と
も
に
成
周
に
凱
旋
し
て
振
旅
が
行
わ
れ
た
。
六
月
初
吉
戊
寅
に
晋
侯
に
駒
四
匹
を
下
賜
す
る
儀
式
が
行
わ

れ
た
。
下
賜
品
の
軽
さ
か
ら
見
る
と
と
り
あ
え
ず
の
労
い
と
思
わ
れ
る
。
同
月
丁
亥
、
周
王
は
邑
伐
宮
で
本
格
的
な
凱
旋
儀
礼
が
実
施
さ
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れ
た
ら
し
く
、
晋
侯
は
�
鬯
一
�
・
弓
・
矢
百
・
馬
四
匹
を
賜
っ
た
。

こ
の
銘
文
に
よ
る
と
、
一
度
目
の
戦
い
の
戦
獲
は
「
晋
侯
�
折
首
百
又
廿
、
執
訊
廿
又
三
夫
」、
二
度
目
の
入
城
戦
の
戦
獲
は
「
晋
侯

…
折
首
百
、
執
訊
十
又
一
夫
」
と
記
述
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
戦
獲
が
晋
師
だ
け
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
時
の
晋
師
の
構
成
が
「
亞
旅
・

小
子
・
�
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
晋
侯
三
度
目
の
戦
い
は
戦
獲
が
「
晋
侯
折
首
百
又
一
十
、
執
訊
廿
夫
」
と

「
大
室
小
臣
車
僕
折
首
百
又
五
十
、
執
訊
六
十
夫
」
と
に
分
け
て
記
述
し
て
い
る
の
で
、
追
撃
戦
は
、
晋
侯
率
い
る
晋
師
だ
け
で
な
く
、

王
師
中
か
ら
も
「
大
室
小
臣
車
僕
」
が
加
わ
り
、
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
の
「
大
室
小

臣
車
僕
」
は
、
周
王
を
守
っ
て
成
周
に
帰
っ
た
親
衛
部
隊
を
除
く
王
師
の
大
部
分
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

こ
の
大
室
・
小
臣
・
車
僕
の
う
ち
の
車
僕
は
、『
周
礼
』
春
官
・
車
僕
に

車
僕
掌
戎
路
之
萃
・
広
車
之
萃
・
闕
車
之
萃
・
萃
車
之
萃
・
軽
車
之
萃
。
凡
師
、
共
革
車
、
各
以
其
萃
。
会
同
亦
如
之
。

と
あ
り
（
鄭
玄
注
で
は
「
萃
、
猶
副
也
」、
序
官
に
は
「
中
士
二
人
、
…
」
と
す
る
）、
王
の
乗
車
の
副
を
管
掌
す
る
と
し
て
い
る
が
、
銘

文
か
ら
は
王
の
副
車
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
潺
静
�
の
「
夷
僕
」
や
師
�
鼎
（
集
成
五
・
二
八
〇
九
、
西
周
中
期
）
の

唯
三
月
丁
卯
。
師
�
衆
僕
不
従
王
征
于
方
�
（
雷
）。
事
（
使
）
厥
友
弘
以
告
于
伯
懋
父
。
在
�
。
伯
懋
父
廼
罰
得
自
古
三
百
�
。

…

の
「
衆
僕
」
の
よ
う
な
戦
士
（
戦
車
兵
）
で
あ
る
と
思
う
。
僕
（
衆
僕＝

多
僕
）
は
、
三
百
�
の
罰
金
を
負
担
で
き
る
か
ら
、
当
然
、
一

定
の
経
済
基
盤
を
有
す
る
戦
士
で
あ
る
。
一
方
、
僕
は
伯
克
壷
（
集
成
一
五
・
九
七
二
五
）
に
「
伯
大
師
易
伯
克
卅
夫
」
と
あ
る
よ
う

に
、
貴
族
が
自
己
の
臣
下
に
下
賜
も
で
き
る
。
こ
の
両
者
の
性
格
を
有
す
る
者
と
し
て
は
、
采
邑
・
采
土
の
旧
支
配
者
層
で
、
今
は
被
支

配
者
の
上
層
部
に
な
っ
て
い
る
人
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
被
支
配
者
の
上
層
部
の
人
は
も
と
も
と
周
族
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
か
ら

い
え
ば
、
夷
僕
と
も
呼
べ
る
。

大
室
は
、
西
周
金
文
で
は
一
般
に
宮
廟
の
中
廷
の
北
に
あ
る
建
物
を
表
し
、
こ
の
よ
う
に
人
を
指
し
て
用
さ
れ
た
例
は
な
い
。
字
面
か
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ら
見
る
と
、「
大
き
な
室
を
有
す
る
者
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
室
を
、
逆
鐘
（
集
成
一
・
六
〇
〜
六
三
、
西
周
晩
期
）
に

…
、
叔
氏
若
曰
、
逆
、
乃
祖
考
□
政
于
公
室
。
今
余
易
女
干
五
錫
戈
�
尾
。
用
摂
于
公
家
僕
庸
臣
妾
小
子
室
家
。
毋
又
不
昏
智
。
…

と
あ
る
叔
氏
の
公
室
の
室
、
即
ち
采
邑
・
采
地
と
同
じ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
室
は
大
采
地
・
大
采
邑
を
有
す
る
上
・
中
大
夫
層
を
指
す

こ
と
に
な
る
。
こ
の
階
層
の
多
く
は
執
政
官
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
十
四
年
に

子
鮮
從
公
及
竟
。
公
使
祝
宗
告
亡
、
且
告
無
罪
。
定
姜
曰
、
無
神
何
告
。
若
有
、
不
可
誣
也
。
有
罪
若
何
告
無
。
、
一
罪
也
。
先
君

有
冢
鑄
以
為
師
保
、
而
蔑
之
、
二
罪
也
。
余
以
巾
櫛
事
先
君
、
而
暴
妾
使
余
、
三
罪
也
。
告
亡
而
已
。
無
告
無
罪
。
公
使
厚
成
叔
弔

于
衛
曰
、
寡
君
使
瘠
聞
君
不
撫
社
稷
、
而
越
在
他
竟
、
若
之
何
不
弔
。
以
同
盟
之
故
、
使
瘠
敢
私
於
執
事
。

と
あ
る
よ
う
に
「
大
臣
」
と
も
称
さ
れ
た
。
こ
の
大
臣
は
「
舍
大
臣
而
與
小
臣
謀
」
と
あ
る
よ
う
に
「
小
臣
」
と
対
応
す
る
語
で
あ
る
。

小
臣
の
大
部
分
を
宦
官
と
す
る
高
明
説
に
賛
同
は
で
き
な
い
が
、
大
臣
・
小
臣
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
の
指
摘
は
正
し
い
と
思
う
。
以
上

を
総
合
す
る
と
、
小
臣
は
「
大
臣
即
ち
大
官
重
職
を
除
く
、
下
級
貴
族
を
含
む
小
官
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

結

以
上
、
澆
柞
伯
�
、
潺
静
�
の
検
討
か
ら
、
小
臣
が
「
大
官
重
職
と
異
族
出
自
の
奴
隷
的
戦
士
の
間
に
あ
る
者
」
を
指
す
こ
と
、
濳
晋

侯
�
鐘
の
検
討
か
ら
、
小
臣
が
「
大
臣
即
ち
大
官
重
職
を
除
く
、
下
級
貴
族
を
含
む
小
官
」
を
指
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
両
者
を
ま

と
め
て
、
小
臣
の
大
枠
を
「
大
官
重
職
と
異
族
出
自
の
奴
隷
的
戦
士
の
間
に
あ
る
、
下
級
貴
族
を
含
む
小
官
を
指
す
官
の
汎
称
」
と
し

て
、
こ
の
段
階
で
の
結
論
と
し
て
置
き
た
い
。
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註盧

羅
振
玉
『
殷
虚
書
契
考
釈
』
一
〇
七
頁
、
一
九
一
四
年
。

盪

郭
沫
若
『
屈
原
研
究
』
一
九
四
一
年
、
同
「
古
代
研
究
的
自
己
批
判
」『
十
批
判
書
』
一
九
四
五
年
。

蘯

郭
沫
若
『
青
銅
時
代
』
一
九
四
六
年
。
同
『
奴
隷
制
時
代
』
一
九
五
二
年
。
同
「
釈
臣
宰
」『
甲
骨
文
字
研
究
』
人
民
出
版
社
、
一
九
五
二
年
。

盻

郭
沫
若
『
殷
契
粋
編
』
二
六
二
。

眈

同
右
。

眇

胡
厚
宣
「
非
奴
隷
社
会
論
」『
甲
骨
学
商
史
論
叢
』
初
集
、
一
九
四
四
年
。

眄

陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』
五
〇
五
頁
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
。

眩

于
省
吾
「
釈
臣
」『
甲
骨
文
字
釈
林
』
三
一
一
〜
三
一
六
頁
。

眤

于
省
吾
「
釈
小
臣
的
職
別
」『
甲
骨
文
字
釈
林
』
二
〇
八
頁
。

眞

貝
塚
茂
樹
「
殷
代
金
文
に
見
え
た
図
象
文
字

に
就
き
て
」『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
九
册
、
一
九
三
八
年
。

眥

貝
塚
茂
樹
『
中
国
古
代
史
学
の
発
展
』
弘
文
堂
、
一
九
四
六
年
。

眦

白
川

静
「
小
臣
考

上
」、『
立
命
館
文
学
』
第
一
一
六
号
、
二
三
頁
、
一
九
五
五
年
。

眛

白
川

静
「
小
臣
考

下
」、『
立
命
館
文
学
』
第
一
一
七
号
、
一
三
〇
頁
、
一
九
五
五
年
。

眷

島

邦
男
『
殷
墟
卜
辞
研
究
』
四
六
七
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
五
八
年
。

眸

寒
峰
「
商
代
�
臣
�
的
身
�
縷
析
」『
甲
骨
文
与
殷
商
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

睇

張
永
山
「
殷
契
小
臣
辨
正
」『
甲
骨
文
与
殷
商
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

睚

張
亜
初
・
劉
雨
撰
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』
四
三
〜
四
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。

睨

周
言
「
釈
�
小
臣
�」『
華
夏
考
古
』
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
。

睫

高
明
「
論
商
周
時
代
的
臣
和
小
臣
」『
高
明
論
著
選
集
』
一
〇
二
頁
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、（
原
載
『
尽
心
集
』、
張
政
�
先
生
八
十
慶

寿
論
文
集
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

睛

汪
寧
生
「�
小
臣
�
之
称
謂
由
来
及
身
分
」『
華
夏
考
古
』
二
〇
〇
二
年
第
一
期
。

睥

袁
俊
傑
・
姜
涛
・
王
龍
正
「
新
発
現
的
柞
伯
�
及
其
銘
文
考
釈
」『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
九
期
、
五
五
頁
。

睿

楊
寛
『
西
周
史
』
六
九
〇
〜
六
九
三
頁
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
。

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

三
〇



睾

拙
稿
「
西
周
金
文
に
見
え
る
小
子
に
つ
い
て
│
│
西
周
支
配
機
構
の
一
面
│
│
」『
史
林
』
六
四
巻
六
号
、
一
九
八
一
年
。

睹

上
記
「
新
発
現
的
柞
伯
�
及
其
銘
文
考
釈
」
五
四
頁
。

瞎

白
川

静
『
金
文
通
釈
』
第
一
〇
輯
、
五
八
、
五
九
二
〜
五
九
三
頁
。

│
│
文
学
部
教
授
│
│

甲
骨
文
・
金
文
の
小
臣
に
つ
い
て

三
一


